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第2例：輸尿管沼過隙碍ノ後， 14日目＝墨汁注入，第3日目，家兎番競 562 0 f豊重 2.050庖
昭和10年10月19日手術，左側輸尿管ノ下部完全閉塞
昭和10年11月2日，左腎貸質内＝.re:汁ヲ注入
1192 日本外科費函第 16巻第 6 銃
昭和10年11月5日致死



































重量ト大サ：資質重世 16.3瓦腎孟内容 19.0沌 5.0＞ぐ3.5×3.3（糎）
鏡検所見．本例＝テノ、第3例＝於ケルモノ＝比シテ，綴大シタル細尿管ノ、比較的少数＝シテ？間質結締織
ノ場補佐重量化ノ、皮質全般＝及ピテ品質ル著明ナリ。腎小笹ノ、減量シタトノ、思ハレナイガ，既＝－%：膜下皮質＝於



























































第 7例：輪尿管沼過附碍ノ後， 105ff日ニ：.rti「注入，第3日目，家兎者手続 483 ♀ 傍重 2.100庖
昭和10年 6 月 14日手術，左側稔尿管ノ下部完全fJf1~返
昭和10年 9月：！7日，左腎資質内二塁汁注入
昭和l0'.1二9月30日致死












































貨ぷ？給h管鵬 家兎 墨汁頼粒 資質共膜 失目莫脂肪腹膜1i'fk，接汁注 後ノi経過墨汁ノ愛現部位 内後内暦外／暦愛 若々膜内ノ
入迄ノ日数 番銃 日数 ノ形態 王且 ノ護 内／ 霊童現宅且 王且 愛現
第 1f9U I 'i日 606 
野
3 茨膜 J外居外短，太，帯扶色 1.900 日 十 十＋ ＋ 土
第 2例 1』日 607 ♀ 2.000 3 日 兆牒ノ内外繭厨間長，細，帯朕 十＋ ＋ ＋ 一
第 3例 21日 601 ♀ 2.200 3 日 ， 短，帯扶 廿十 十ト ＋ 
第 4例 35日 603 色 2.150 3 日 脂肪英膜下 脅宇 扶 刊十 廿十 ＋ 十
第 5例 49日 505 色 2.050 3 日 災膜／内外雨居間 太， 宇野放 廿十 土 ＋ 一
第 6例 70日 517 0 2.150 ;> J・日 ， ， ＋ ＋ ＋ ＋十
608 中 2.250 3 日 ， 長，帯扶 士 ＋ ＋ 「






















































































































染色； E. L Z オゾン寸皐染色 H. E ，、Lへマトキシリン， zオジン守二重染色
抜大； A.ノ、 oB. 10. OK. k. 4. L. 50 cm. 
B.ノ、 OB.40. OK. homal I. L. 50 cm. 
鏡茶ハ C.Zeiss C. C. E. 
第 l固墨汁注入鹿詮＝可リ肥厚ヲ示セル腎臓英膜／一部（染色 H包．）（抜大 A.)
第2：闘ヨ H第5園マデノ、健常ナル腎臓ニ童話シテ行へル場合（第I報）
第2圃皮質内注入後3日目（染色 E.)（抜大 A.)
第5圃皮質内注入後3日目（，， E.) （” B.) 
第4圃髄質内注入後3日目（染色 H.E.) （蹟大 A.)
第 5圃髄質内注入後3日目（染色 H.E.) ( , B.) 
第6園ヨリ第9困マデハ鐙ー汁注入ノ直後＝験尿管ノ通過酷碍ヲ起サシメタ JL場合（第E報）
第 6圃爽J民内注入後421!目（染色 H.E.) （機大 A.)
第7圃貸質内注入後54日目（染色 H.E.) （抜大 A.)
第8圃賃質内注入後54H目（，， " ) ( " B.) 
第9圃賃質内注入後105日目（染色 E.)( , A.) 
第10園ヨリ第一12圃マデノ、職尿管沼遜障碍ヲ起サシメゲル後墨汁注入ヲ行へル場合（第E報）
第IO圃稔尿作通過障碍後105日目＝墨汁賃質内注入第3日目（染色 H.E.) （抜大 E.)
第1園稔尿管遁過障碍後105日目ニ墨汁寅質内注入後第3日目（ " ) ( " B.) 
第I宮箇験尿管通過隙碍後 140日目＝盛汁1't質内注入第3日目（染色 E.)（抜大 A.)
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